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概要

短大学生にソシオメトリ ックテストを用いて，クラス内の下位集団を明らかにした。下位集団間に学業成績

の差がみられた。さらに，下位集団の特性を YG性格検査，交流分析，年齢，寮生活者と通学者の視点から検

討した。学業成緒が良い下位集団は， クラスから好かれる，主流の下位集団であり，情緒が安定し，主体的に

取り組み，根気を備えている傾向があった。また，学業成紹の低い者の集団は， クラスからの被排斥が多く ，

同一巣団内でまとまる傾向があり ，他集団との交流が少なく，全員が寮生活者であ った。自己主張が少なく ，

対人接触を好まない傾向があり，情緒が不安定で感情の表出が不自然になる傾向があった。

はじめに

クラスの小グルー プで，成績の悪いグループ

が存在するとすれば，そのグループを識別でき

る要因を知ることによ って，事前にその傾向を

予測することが可能となり，効率の良い教育効

果が得られると思われる。

本研究では，精神医学者モレノによって創始され

た‘ノシオメトリー理論を使って，自発的な選択，排斥

から集団内の下位集団を明らかにし，その下位集

団間の学業成績の差を検討した。さらに，下位集

団の特徴を YG性格検査，交流分析，年齢，通学

者と寮生活者の視点で若干の考察をおこなった。

1.対象

川崎医療短期大学第二看設科 2年 （昭和62年

度入学生）50人，全員女性である。 このクラス

は1年時から同じメンバーである。

2.方 法

1)‘ノシオメトリ ックテスト

昭和63年 7月16日アンケート式で実施した。

アンケートは Q1「あなたの好きな人をこのク

ラスから 3人選んで下さい」 Q2 「あなたの嫌

いな人をこのクラスから 3人選んで下さい」の

2つの設問からなり， さらに Qlに対して「よ

くコミュニケーションをと っている人」と説明

した。

アンケー トの結果を株式会社 IBCの「ソシオ

メトリー」を用いて， パーソナルコンピュータ

ーで処理し，集団構造マトリソクス表 （表 1)

を作成した。
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表 1 集団構造マ トリ ックス表 学生数 ：50

[C：被選択数， R：被排斥数．CRS：差し引得点，MC：相互選択数， MR：相互排斥数． ISSS:社会測定地位指数l

：品団 ：No.: '"・ ;41134;434433 2;222454:11334: 111: 1:2 412:224:212;333:3 :~ : n! 
, ： ： 0 1 222 : 9656504 2 : 546308 : 67897 : 53450 : 92678 : I l 1 97 : 084 : 339 : 1 4 7 : 38 : ：, 9 9 9 

:~ o : C: R :CRS:MC:MR: lSSS : 

I 140: *** · i · · OO ··· X! ·· ·· ·· i ··· · · ! ····· ! · · · ·· !· · O ·· l · ·· ! · ·• !o ・ • j ・ > : I i 6 i 3 i O i 0.561 : 
・ ・ ; ・ ・ ・ X ・ ・ ・ 0 : ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ; ・ ・ ・ 0 ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ; ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ : 4 : I : 3 : 2 : 0 : 0.364 : • ： l l : * ＊ : x.  o : ；， 

i町 111 : 12 : ＊＊ ： ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 0 : ・ ・ • ・ • ・ : ・ ・ ・ 0 ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ 0: ・ Ii・ ・ ・ ; ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ; ・ ・ ・ : ・ ・ : 5 : I : 4 : 2 : 1 : 0.207: 
: : 32: *・ ・ *: ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・ :、＇’・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ 0 ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ i ・ ・ X : ・ ・ ・ : ・ ・ : 3 : I : 2 : 2 : 0 : 0.354 : 
: 42: ・ ・ ・ * : ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ X ・ ・ : ・ 0 ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ j • • ・ : 0 ・ ・ : ・ ・ : 3 : I : 2 : 1 : 0 : O. 187 : 

: ・ 00 : ・ ・ ・ : ・ ・ : 5 : 0 : 5 : 3 : 0 : 0.551 : ; :49:・・・・・: ***・・ ・・:・ ・・・・・ :・ ・・・・ :・・・・ ・:・・・・ ・:・ ・・・・ i・・・:・OO:・・・ 、．．

45 * ＊ 0 : : : : ： • • 'o ゜ 'l ば ltば g累; :36:.... ・,*・c*・ 

: 4 6 : ・・ ・・ ・：＊・ ＊ ．．． ．， ．． ．．・ •, . . . . .,.... . , .. ..., . .. .. : . . . :. .. ,. . ., . ., 
： u浬12: : ・ ・ ・ : ・ ・ : 2 : 0 : 2 : 2 : 0 : 0.354 : 
. : 35 : ・ •・ ・ ・ ：・ ＊・ ・ ＊・ •ix · ...、 .．．．． ． 0・9 : • OO; ・ • . ； • O. ： o ・ ; 7 : I ; 6 ! 2 : o : 0.395 : 
: :30,..... :..・ ・＊＊・： •. . . . . .. .... , . . . .. : x ・ X.．,．．． ．．！ • O. ： • • • , . . . . . . : ・ ・ : 3 : 2 : 1 : 2 : 0 : 0.344 : : 4,.....,..... * *' : ： :'’:  ； 2 : o : 2 ; 2, 0 : 0.354 : :..... :..... ~ ~ : .. .. . . :..... :..... :..... :..... :... :... :... :.. 
: 22 : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・ * : ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ X ・ 0 ! ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ : 2 ! I : I : I ! 0 : o. I 77 : ．．．． ．，．．． ．．．＊ ：・・・・・ ・：・・・・・ ：．．． ．．： ・・X・0:・・・・・ ;・ ・・ :・・・ :・・ ・:・・ :2: I: I: I :0 : 0.177: 

: 25 : '  ..... :........ : ***.. :..... :..... :..... :.....、 .． ．． ．． ．,．．．,．． ．: ・ ・ : 3 : 0: 3: 3 : 0 : 0.531 : 
: : ~~ : X ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ X ・ ・ : * *0* ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : X ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ : ’: ： X.．； x ・ ; 4 ; 5 : -1 : 3 : 0: 0.490 : 
:,., "''° : 26 : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ : * * ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ :＇’:  • •... : • . . · • : • • • • 0 : • X • : • . . : ' · • : ・ • ; 3 : 1 : 2 : 2 : 0 : o.354 ; 
：船団3: 
: 43 : x ．．．． 、．．． ．．． ．．：＊・ ・＊ ・ ： ・・• • 0,．．．． ．,．． ; ・ ・ : 3 : 1 : 2 : 2 : 0 : 0.354 : 

: : 50 : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ *O* * : X ・ ・ ・ 0 : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ X ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ : 5 : 2: 3: 3 : 0 : 0.531 : : ・ X ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ : 5 : 2 : 3 : 3 : 0 : 0.531 : 
; ； 48 : • 』\. ． ．： . X ・ ・ ・ ・ ・ X: ・ ・ ・ ・ * : XX・ ・ ・ : ・ XXXX: ・ X ・XX: ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : 0 ・ X: X ・• :X ・ : 2 : 1 s : -I 3 : 1 : 0 : 0.03< 

: ・ ・ : 3 : 1 : 2: 3 : 0 : 0.520: :'16:・・ ・・ ・:・・・・・ X・ ・:・・ ・・ ・・: ***・:・・・・・ :・・・・・ :・ ・・ ・・:・・・:・・・:・・・:・ ・ 
: ・ ・ : 2 : 1 : I : 2 : 0 : 0.344 : : 17: ・ ・ ・ ・ ・: ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・: * *・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・: ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ • ・ : ・ ・ ・: ・ X・ : ・ ・ ・ : ・ ・ 

：船同14: 38 : . ... :・ .・・入・.:...... : ** .. :.... X:..... :..... :... : ・ x. ： ・.．： • X : 2: 4 : -2 : 2 : 0 : 0.3 1 3 : 
: : 39 : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・ : *00 * : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ X ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ : 4 : 1 : 3: 2 : 0 : 0.364: 
: 47 : ・ ・ ・ ・ ・ : ・XX・ X ・ ・ ・ i ・ ・ ・ ・ ・ O i XX・* : ・ ・ X ・ : X ・ ・ X ・ : ・ ・ X ・ ・ : X ・ :・・ ・ ：・ ・• :X ・ : 2 : 1 1 : -9: I : 0 : , 0.075: 

: 5 :．．・ • X :．．．．． ．．． ： • x x.．．：.．．．． ： ＊ ＊ ＊ • :．．．．． ，．．．．． ： • x. ： • •. ： x.．; • O ; 4 : 5 : -l : 3 : 0 : o.4 90; 
: 3 :. • O . . : ．．．．．．．． ．．入・・・ ・・・・・ ：＊ ・・＊：．．． ．．， ．． ．．． ：．．． : ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ : 3 : I: 2: 2 : 0 : 0354: 

品1'!15:14: ・ ・ ・ ・ ・: ・ ・ ・X・ ・ ・ ・: ・ ・ ・ ・ ・ ・: ・ ・ ・ ・ ・ !*・ *・: ・ ・ ・ ・ ・: ・ ・ ・X・: ・ ・ ・: : ・ ・ ・ : ・ ・ ・ i ・ ・ : 2 : 2 : 0 : 2 : 0 : 0.333 : 
: 15: ・ ・ ・ ・ ・ : ..... :........ :...... :..... : *・ * 0:..... :..... :... :... :... :.. 、 :3: 0: 3: 2 : 0 : 0.364 : 
: 10: ・ ・ ・ ・ ・: ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・: ・ ・ ・ ・ ・ ・: ・ ・ ・ ・ ・ : ・ * ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ • ・ : ・ ・ ・ : ..... :........ :...... :..... :. *.. :..... :..... :... :... :... :.. ：・＊ : ： l : 0 : l : l : O : 0. 1 77 : 

: 9 : ・ ・ X ・ ・ : ・ ・ ・ X ・ ・ ・ X: ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : *** ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : X ・ ・‘ • . ．： .． ： 3 ! 4: -l : 3 : 0, 0.490 : 
: 2 : ： o ・ : ＇ 9 9 9 , ＇ ...... :..... :... xx:* *.. :..... ・ :.. ・ ;.. : 3 : 2: I: 2 : 0 : 0.344: 

，瓜団6: 6:..... : •... .. . . : • X.．．. ； • . . .. : • . .. . : * *.. :．...．: •. . : x • X :..．；.．： 2 : 3 : -l : 2 : 0 : 0.323 : 
; ： 7 : ・ • .. . : • . .. .. .. . .. .. : ・ ・ ・ ・ ・ ・: ・ ・ ・ X・: ・000・：＊・・＊ ：... X・:... : :・・・ :・0:6: 2: 4:2:0: 0.374: 
: 18: ・ O.. ・ : • ：．．．.．．．．.．、¥．．．． :．．．． ．:.．．,o'..・* :.. x.., ・ ・ X : ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ 0: 4 : 3: I : 1 : 0 : 0.177: 

: : 21 : : :'． ．．．:.．．．． :.．．．. : * ＊ • O ! 0 • . ;．．． ：．． ．： ・ • : 4 : 0 : 4 : 2 : o : O.374 ; 
: l : x. ＃ • X : ,．.．．． ．．．,．．． ．．． : • • • X. ：. • • .. : • x x.．： * ＃ * • : x ・ • : x.. ！ • ・ • : ・ • : 2 : 9 : -7 : 2 : 2 : -0.07 1 : 

：船団7: 41 : ・ x o ; : .．: • • ・ ・ ・ ： •. . .. : ..... : ＊ ＃ ．． ；．．．； ．入・：..• :.. : 2 i 3 i -1: I i I : -0.010' 
: 19:.... ・: .. : ・ • • X . ． ： ．． ． ．． ： ． ．．．． ： . ． ．•・ ：・ ＊・＊ ；．．． ：．．． ：．．． ： • . :2 : I i I : 2 i O : 0.344 
: 27 : :.... ・:.. X.. :.... ・: ・O・* :.. ・:.. ・:.. ・: ・ :... :.. · ;•x,2; 2; 。：Ii O : 0.167 

9 : 20 : 
北同l8 28 . ：・ ：．： ．：． ．．．： ：．＊勺 腐］＇ il『g:g雷
: -----: 44 : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ X・ ・ ・ : ・ ・ ・ • ・ ・: ・・・・・ ：・・．．．：．．．．． ，．．．．．：＊・ ：・・ ・ ：・ ・・ ： ・ • ; l : 1 : 0 ; l : 0 : o. 1 6 7 

: : 23: ・ ・ ・ ・ ・ : ・ 0 :. X... : ・O・: 
: -!l¥1119: 13: : : : : : o: : : : : : : : : ~: : : : : : : : : : : X: : : : : : : : : : : : : 0 ~: : : : : * *!: : ~: : : : : ~ : l: _} 茎：字： ば塁；
: 29: ・ ・ ・. ・ . : ** : : 0.344 : : 29 :.... ・ : ・...... ・ :...... :.. ・.. ;.... ・ :.... ・ :....,: ・.. : ** : ・ X ・ :.. : 2 : I: I: 2 : 0 : 

: : 31:.. ・O・： ： ： ．：  : 3 1 :.. ・ 0 ・ i-...... ・ j.. ・ ・ ・ j ・.. ・ ・ :.. ・.. :.. ・.. : 0 ・ ・ ・ ・ i.. ・ i-.. i ・ ・ : ・ ・ : 2 : 0 : 2 : 0 : 0 i 0.020 : 
；周辺児： 34: 0 : • X : x.．'． ．．．．．．．．． 9.．．． 9 . ．． ．． ．:． 0 0 3 2 1 0. o. o o I O 

: : 37 i ・ ・ X ・ ・ i ・ ・ ・ ・ 00 ・ ・ i X ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ i ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ X ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ; ・ ・ ・ ; ・ ・ : ・ ・ : 2 : 3: -I : 0 : 0 : -0.010: 

；孤立児 ：、33: ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ X ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ ・ ・ : ・ : 0 : I ; -I : 0 : 0 : -0.0 IO : 
: 8 : ・ ・ ・ ・ ・ : • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ ・ • : ・ ・ ・ ・ ・ : ・ ・ ・ X ・ : ・ ・ ・ : • ・ ・ : ・ X ・ : ・ : 0 : 2: -2: 0 : 0 : -0.020: 
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‘: : 5 : o : 4 : 8 : ； ； 
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なお，社会測定的地位指数 (ISSS)は，次の

公式で求められる 1)0

-JSSS = l/2X (CRS/N-1 +MC-MR/d) 

d＝選択，排斥制限数

ISSSの数値は最高値＋1,最低値ー1, 平均

が0であり， 1に近ければ近いほどその被験者

はクラスでの信頼度が高い，人気のある人物で

ある。

さらに，相互選択傾向指数 (TAC)と相互排

斥傾向指数 (TAR)を次の公式で求め門凝集

性と分裂性を見た。

TAC=2N(N-l) 

MC-TC/TC〔N（N一1)ー TC〕

TC＝選択総数 MC＝相互選択数

TAR= 2N(N-l) 

MR-TR/TR〔N(N-1)-TR〕

TR＝排斥総数 MR＝相互排斥数

ここで求めた下位集団別に下記項目を検討した。

2) YG性格検査

昭和63年8月20日に実施した結果をもとに，

A型， B型， C型， D型， E型の5類型に分けた。

3)交流分析 (TOAK)

昭和63年3月18日に，質問紙法 TOAKを実施

し， ピークエゴグラムの型を，CP型， NP型，

A型， FC型， AC型の 5類型に分けた。

4)年齢

5)通学者と寮生活者

6) 1年終了時の学業成績

1年終了時の49教科の平均値を求めた。

7)学業成績の変化

入学試験のクラス内順位と 1年終了時のクラ

ス内順位から，変化を求めた。

3.結 果

1)ソシオメトリックテスト

表lに，‘ノシオメトリックテストの結果を示した。

クラスは， 9つの下位集団と ，No.31, No. 34, 

No. 37の周辺児と No.33, No. 8の孤立児から

構成されていた。下位菓団別の人数は，集団 2

が8人でクラスで最多勢力であ った。纂団 3は

6人，集団 1，集団 4，襲団 6, 集団 7は5人，

集団 8, 集団 9は3人となっていた。

このクラスの TACは1.185,TARは0.037と

なり ，TACがTARより大きかった。

表2 下位集団の YG性格検査の型の分布

こ A B C D E 
人
数

集団 1 2 3 5 

集団 2 1 7 8 

集団3 1 2 3 6 

集団4 1 4 5 

槃団5 5 5 

躾団6 5 5 

具団7 1 3 1 5 

狛団8 2 1 3 

暴団 9 1 1 1 3 

周辺児 2 1 3 

孤立児 1 1 2 

計 7 6 5 31 1 50 

2) YG性格検査

A型 7人 (14%),B型 6人 (12%),C型4人

(8 %), D型32人 (64%),E型1人 (2%）で，

D型が多く ，C型， E型が少ない。下位集団

の YG性格検査の型の分布を表 2に示した。

Fisherの直接確率計算によると，この分布に偏

りは認められなかった。

3)交流分析

CP型 6人 (12%),NP型 8人 (16%),A型

7人 (14%),FC型15人 (30%),AC型 14人

(28%）で FC型が多かった。ピークエゴグラ

ム型の分布を表 3に示した。A型は， Fisherの

直接確率計算によると，集団2に有意 (p<0,01) 

に集積していた。また，AC型は集団 3に有意

(P <0,05)に菓積していた。他の型の分布には

偏りは認められなかった。

4)年齢

年齢構成は19歳44人 (88%),20歳2人 (4%), 

21歳 4人 (8%)であった。年齢の高い 6人は，

集団 l，纂団 6に各 2人と集団 2，集団 3に各

1人であった。集団 1と集団 6の年齢の高い者

は，ISSSf直が所属菓団内で最も高かった。集

団2, 集団 3の年齢の高い者は，その所属菓団
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内で ISSS値が最も低かった。 表3 下位集団のピーク ・エゴグラム型の分布

5) 通学者と寮生活者

寮生活者は42人 (84%），通学者は 8人 (16

％）であった。通学者は集団 2に2人，集団 5

に1人，集団 9の全員と孤立児の全員であった。

6) 1年終了時の学業成紺

下位集団の学業成績を，表 4に示した。なお

周辺児，孤立児は集団外でまとめた。(Student

の t検定）によると，集団 2の学業成績は集団

3,集団 7,集団8より有意に (P<0.01)高か

った。また集団 9は集団 7' 集団 8より有意に

(P <0.05) 嵩かった。

7)学業成績の変化

クラス内の順位が1年終了時に，入学時より

10位以上の上昇した者は12人 (23%),10位以上

下降したものは13人 (27%），その他は25人 (50

％）であった。Fisherの直接確率計算によると

上昇した者が，集団2に有意に (P<0.01)集積

していた。また下降した者は，集団 3に有意に

(P <0.05)集積していた。

4.考 察

1)‘ノシオメトリックテスト

クラス全体の傾向としては， TACがTARよ

り大きいことから，相互的親和関係の方が相互

的反発関係より優勢である。つまり，このクラ

スは，凝集性が分裂性より高く，メンバーがク

ラスに魅力を感じているといえる。

下位集団の傾向として， まず菓団 1は，メン

バー全員が被排斥が少なく，集団 2, 菓団 6,

周辺児から被選択が多い。集団 2は，被排斥が

最も少なく，集団 8, 集団 9,周辺児，孤立児

の下位菓団からの被選択が多い。集団 1, 集団

2は，他集団からの被選択が多い。田中3)は選択，

排斥を集団成員による相互評価であり，評価基

準は成員達自身のもつ価値基準にあると述べて

いる。つまり，集団 1,集団 2のメンバーを多

くのものが評価しているといえ，このクラスの

主流の下位集団と考えられる。

集団 3は，暴団 7以外のどの集団からも被排

斥があり，被選択が少ない。他集団から嫌われ

ている傾向があ り，同一巣団内でのみまとまっ

ている集団といえる。一方，集団 4は，他の集

団からの被選択が最も少なく，集団 3以外のど

こ CP NP A FC AC 
人
数

梨団 l 1 3 1 5 

集団 2 2 4** 2 8 

集団 3 2 4* 6 

集団 4 1 3 1 5 

躾団 5 2 1 2 5 

某団 6 1 1 3 5 

集団 7 1 1 3 5 

躾団 8 1 2 3 

集団9 1 2 3 

周辺児 1 1 1 3 

孤立児 1 1 2 

計 6 8 7 15 14 50 

**:P<0.01 *:P<0.05 

表 4 学業成績と下位集団

集団 人数 平均値士標準偏差 検定

媒団 1 5 77.90士183 

躾団 2 8 81.22士4.57

集団 3 6 74.08士6.37

集団 4 5 75.92土1.80

集団 5 5 77.10士2.05

集団 6 5 76 24士510 

集団 7 5 73.20士4.27 

集団 8 3 72. 73士3.27 

槃団 9 3 80.43士717 JJ' 
隼団外 6 77.00土6.37 •他は np

**: P <0.01 *: P <0.05 

の集団からも被排斥がある。 さらに同一集団内

からの被排斥もある。 したがって集団 3に似て

いるが，まとまりがない集団といえる。

菓団 5は，他の菓団からの被選択，被排斥共

に少なく，集団内で相互選択している。 したが

って閉鎖的にまとま っている。なお集団 6を選

択してい る特徴が見られる。集団6は，全員が，

被排斥が高く，妹われる傾向のあるメンバーが
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集まっている。ただし，集団 5, と孤立児から

被選択があることから，これらのグループを吸

収して非主流派勢力として，成長して行く可能

性がある。 しかし，主流派勢力の集団 1を選択

していることは， クラスが分裂することへの緩

衝作用が十分機能しているといえる。

集団 7は，集団内に相互排斥があり，集団内

に緊張がある。

集団8は，被排斥も少なく，周辺児から被選択

されている。おそらく，周辺児に近い位置にあり，

周辺児から二次的に発生した集団と考えられる。

集団 9は，他集団からの被選択，被排斥が少

なく，他集団との交流が乏しい。 しかし，同一

集団内では100％相互選択しており，閉鎖的にま

とま っている集団といえる。

周辺児，孤立児は一般には，問題のある学生

と考えられがちであるが，被排斥が少ないこと

から，嫌われ者ではないといえる。

2) YG性格検査

矢田部4)の各類型の特徴によると

A型：平凡な人

B型：情緒不安定， 社会的不適応，活動的

外交的で，性格のアンバランスが著

しく，反社会的行動に出やすく，環

境次第で容易に非行を誘発する

C型：情緒安定，社会的適応，消極的，内

向的いわばおとなしい人である。安

定した落ちついたタイプ

D型 ：情緒安定，社会的適応，活動的，外

交的でいわば性格の良好な面が表に

出やすいタイプ

E型 ：情緒的な問題のためにノイローゼや

不適応を起しやすいタイプである

このクラスは，D型が65％で，情緒安定積極

型の性格が多くな っている。ただし，特定の菓

団への集積はない。また，情緒不安定のB型，

E 型が集団 3 ，集団 8, 情緒安定の C型 • D型

が集団 2, 集団 5, 集団 6に巽まる傾向が見受

けられる。Shawは門適応性，感情統制力，情

緒安定性などは，集団効果性，凝集性，集団モ

ラール，コミュニケーション効果性とプラスに

相関する。不適応，情緒不安定な個人は集団過

程を妨害すると提唱している。

3)交流分析

交流分析では，人はすべて 3つの私をも って

おり，それを自我状態と呼ぶ。Berne')は，自我

状態を感情及び思考， さらには，それらに関連

した一連の行動様式を総合した 1つのシステム

であると定義している。 3つの私とは，①親の

自我I犬態，②大人の自我I犬態，③子供の自我状

態である。 さらに，親の自我状態には，厳格で

規律や道徳を重んじる「批判的親」 (Criticai 

Parent : CP型）と，他人に対 して思いやりや，

愛情を示す「保護的な親」 (NurturingParent・ 

NP型）がある。大人の自我状態は (Adult:A 

型）である。A型は，感情を交えずに考えたり

行動したりする部分である。また，子供の自我

状態には，生まれたままの自然な姿に近い形で

振る舞う「自由な子供」 (FreeChi Id : FC型）

と，両親や大人たちに順応しようとしてできあ

がった「順応の子供」 (AdaptedChi Id: AC型）

の2つである。

TOAKでは，人間はエゴグラムのなかの最も

高エネルギー，すなわち一番強い自我状態で反

応する傾向が強い， その人の行動の最もめだっ

特徴を作りだすという"o
集団 2はA型の高い者が多く菓ま っていた。

A型の高い人の特徴として，小野8)は，活動力が

あり，根気強い，秩序を好み，精神内面に関心が

あり，深く物事を考える傾向がある。また，白井9)

は，客観的に思考し， 判断し，決断すると述べて

いる。これらのことから，集団 2は，学習に対

しても主体的で根気強く取り組むと考えられる。

集団 3はAC型の高い者が多く菓ま っていた。

AC型の高い者の特徴として，小野は，情緒が不

安定で活動性に欠ける，他人に頼る傾向があり，

自己主張することが少ない，自分のことで精一

杯であり，内罰的で対人的接触を好まない傾向

があるといわれている。また杉田 101は，自然な

感情を表さない，ふだんはおとなしく，いわゆる

“イイ子”であるが，将来思わぬ反抗や激怒を示

すと述べている。つまり，自己主張が少なく，感

情表出も不自然になりやすい傾向があるといえる。

4)年齢

年齢の高いものは，下位集団内での社会的地

位は二分化する傾向があった。一般にリーダー

シノフ 取゚得の頻度は，年齢と相関する傾向があ

ると言われている心と ころが，年齢の漸いも
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のが，少数ではあるが，所属襲団内で ISSS値

が最も低くなっていることに注目したい。すな

わち，同年齢のクラスに少数の高年齢者がいる

場合，高年齢者の交友関係に注意する必要があ

ると思われる。

5) 通学者と寮生活者

通学者は，集団 9と孤立児に殆どが集ま って

いる。少数の通学者は，寮生活者と遊離する傾

向があり，寮生活で作られている交友関係に溶

け込みにくい状況にあると考えられる。

6)学 業成績

1年終了時の学業成績が最も高いものは，集

団 2で次は集団 9であった。さらに，集団2は，

学業成績の変化で，上昇したものが多いことか

ら，集団効果がフ ラ゚スに作用していると考えら

れる。また，集団 8,躾団 7' 集団 3の順に，

1年終了時の学業成績が低い。巣団 3は，学業

成績の変化で下降したものが多く巣ま っている

ことから，巣団効果が，マイナスに働いている

と考えられる。

7)学業成紹と下位菓団の特徴

学業成紹に菓団効果がフ ラ゚スに作用したと考

えとれる集団 2と，マイナスに作用したと考え

られる集団 3の特徴をまとめる。

集団 2は，‘ノシオメトリックにおいて，被選

訳が多く，被排斥が少ない，クラスから好れる，

主流の下位集団である。他集団との交流もあり

交友関係に広がりがある。また YG性格検査は，

D型，交流分析では， A型が多く集まるなど，

情緒は安定し，学習に対しても，主体的に取り

組み，根気も備えている集団である。

次に，集団 3は， ソシオメトリソクで，被排

斥が多く ，集団内でまとまる傾向があり，他集

団との交流が少ない集団である。全員が寮生活

者である。YG性格検査はB型が2人，交流分析

では AC型が多く集まるなど，自己主張が少なく，

対人接触を好まない傾向があり，情緒が不安定

で，感情の表出が不自然になるなど，個々の学生

が成長発達上の問題を抱えている集団といえる。

本研究の対象は青年後期にある。育年後期の

特徴を，鑢12)は，青年の生活の中核的な意味は，

試行錯誤による「役割実験」であり，「社会的遊

び」で，社会的現実の許す範囲で気のおもむく

ままに主体的な活動を試み， さまざまな可能性

を演じながら，社会的現実の中に自分らしい自

分を発見し，自覚していく期間であると述べて

いる。 したがって， 本研究の結果は，必ずしも

固定したものではないことをふまえ，対処して

行かねばならない。

おわりに

短大学生にソシオメトリックテストを用いて，

クラス内の下位集団を明らかにし， 学業成績の

高い集団と低い集団が有ることがわかった。さ

らにその特徴をみた。今後は，学業成績の悪い

集団や，悪化が予測される菓団に対して，集団へ

のアプローチ，個人へのアプローチ， ISSSの高

い者へのアプローチなど，とのような指導をする

ことが効果的であるか，研究を進めていきたい。
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